
京都大学高等研究院規程 

平成２８年３月２２日達示第１９号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、国立大学法人京都大学の組織に関する規程（平成１６年達示第１号）第５

０条の２第２項の規定に基づき、京都大学高等研究院（以下「研究院」という。） に関し必要

な事項を定める。 

（目的） 

第２条 研究院は、京都大学の特色及び強みを活かして国際的な最先端研究を展開することによ

り学術の発展及び人材育成を図るとともに、その研究による成果を社会に還元することを目的

とする。 

 （研究院長） 

第３条 研究院に、研究院長を置く。 

２ 研究院長は、本学の教授のうちから、第５条に定める運営協議会の議を踏まえて、総長が任

命する。 

３ 研究院長の任期は、２年とする。ただし、補欠の研究院長の任期は前任者の残任期間とする。 

４ 研究院長は、再任されることができる。 

５ 研究院長は、研究院の業務を掌理する。 

 （副研究院長） 

第４条 研究院に、副研究院長２名以内を置くことができる。 

２ 副研究院長は、本学の教授のうちから、研究院長が指名する。 

３ 副研究院長の任期は、２年とする。ただし、指名する研究院長の任期の終期を超えることは

できない。 

４ 副研究院長は、再任されることができる。 

５ 副研究院長は、研究院長を補佐し、研究院長に事故があるときは、あらかじめ研究院長が指

名する副研究院長がその職務を代行する。 

 （運営協議会） 

第５条 研究院に、その重要事項を審議するため、運営協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

２ 協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、協議会の議を経て、研究院長が定める。 

（研究拠点） 

第６条 研究院に、研究拠点を置くことができる。 

２ 前項の組織に関し必要な事項は、協議会の議を経て、研究院長が定める。 

（特別教授） 

第７条 総長は、研究院の教員のうち、国際的に極めて顕著な功績等があり、本学の研究教育の

発展に貢献すると認められる者を、特別教授に任命することができる。 

２ 特別教授に関し必要な事項は、研究担当の理事が定める。 

（研究科の教育への協力） 

第８条 研究院は、研究科と協議のうえ、その教育に協力することができる。 

 



（寄附研究部門及び共同研究部門） 

第９条 研究院に寄附研究部門又は共同研究部門を置くことができる。 

（事務組織） 

第１０条 研究院の事務組織については、京都大学事務組織規程（平成１６年達示第６０号）の

定めるところによる。 

（雑則） 

第１１条 この規程に定めるもののほか、研究院の組織及び運営に関し必要な事項は、研究院長

が定める。 

附 則 

１ この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行後最初に任命する研究院長については、第３条第２項の規定にかかわらず、

総長が任命するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 


